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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 38,280 21.5 204 － 621 － 193 －

2021年３月期第２四半期 31,518 △25.1 △845 － △462 － △573 －
(注)包括利益 2022年３月期第２四半期 2,074百万円( 231.8％) 2021年３月期第２四半期 625百万円( △56.5％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 7.78 －

2021年３月期第２四半期 △22.97 －
　

(注)当社は、2021年４月１日を効力発生日として普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っております。前連結
　 会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」を算定しております。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 94,603 66,127 65.7

2021年３月期 94,045 64,514 64.4
(参考) 自己資本 2022年３月期第２四半期 62,144百万円 2021年３月期 60,548百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 50.00 － 50.00 100.00

2022年３月期 － 16.00

2022年３月期(予想) － 16.00 32.00

(注)１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　 ２．当社は2021年４月１日を効力発生日として普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っております。2021
　 年３月期につきましては、当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。2022年３月期（予想）の

配当金につきましては、当該株式分割の影響を考慮して記載しております。なお、株式分割を考慮しない場合
の2022年３月期（予想）の期末１株当たり配当金は64円となり、年間配当金は128円となります。

　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 80,500 7.8 1,700 34.8 2,050 △9.2 1,200 △3.9 48.15
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　 詳細につきましては、本日公表の「2022年３月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ：無
　

新規 －社 (社名)－ 、除外 －社 (社名)－
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期２Ｑ 25,542,396株 2021年３月期 25,542,396株

② 期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 622,858株 2021年３月期 622,376株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 24,919,748株 2021年３月期２Ｑ 24,985,220株
　

（注）当社は2021年４月１日を効力発生日として普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っております。
　 前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」
　 及び「期中平均株式数」を算定しております。

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての
注意事項等につきましては、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの
将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

　　



中央発條株式会社(5992)
2022年３月期 第２四半期決算短信

－1－

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 ……………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 ……………………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………… 3

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………… 6

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………… 8

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………… 8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） …………………………………………… 8

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） ………………………………………… 8

（会計方針の変更） …………………………………………………………………………………… 8

（セグメント情報等） ………………………………………………………………………………… 9

　



中央発條株式会社(5992)
2022年３月期 第２四半期決算短信

－2－

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高が前年同四半期に比べ67億６千１百万円

増収（前年同四半期比21.5％増）の382億８千万円となりました。

損益の状況につきましては、営業利益が２億４百万円（前年同四半期は８億４千５百万円の営業損失）、経常利益

は６億２千１百万円（前年同四半期は４億６千２百万円の経常損失）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は

１億９千３百万円（前年同四半期は５億７千３百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

前年同四半期に対し売上増及び合理化改善の効果により、営業利益は増益となりましたが、一方で鋼材・物流費の

高騰など計画外の原価上昇影響により、その増益幅は限定的なものとなりました。

　年度後半も主要なお客様への売上台数は当初計画には至らないとみており、通期連結売上高及び利益各指標を下方

修正いたします。

　年度後半の連結営業利益は、売上高の減少から生じる減益分に対しては、合理化改善の加速により吸収いたします

が、鋼材・物流費の高騰の影響は引き続き発生いたします。鋼材につきましては、当社の販売価格に反映できるよう

お客様と価格交渉中であり、また物流費につきましては、荷姿効率の改善などを進め、その影響を最小限にとどめる

べく努力いたしますが、修正公表計画どおりの減益となります。

　一方で、本年は更なる生産性向上による労務費・稼働費の改善、固定費の変動費化及び原材料の改善による総費用

改善活動を全社一丸で実施する計画であり、鋼材・物流費の高騰の両特殊要因を除く損益分岐構造は維持されており

ます。従いまして、主要なお客様の生産台数が回復し、鋼材・物流費の高騰の影響が上記施策により解消されれば通

常レベルの収益を確保できる予定です。

なお、来年度以降の中長期経営計画につきましては「中発グループ Global Vision2025」でご説明させて頂きまし

たとおりの売上計画に変更はございません。23年度までの新規受注は確定しておりますので、今後残りの計画の具現

化を行い、25年度計画を目指します。

セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、売上高はセグメント間の売上高を含んでおります。

〔日本〕

売上高290億２千７百万円（前年同四半期比17.8％増）、営業利益10億２千９百万円（前年同四半期は２千１百万

円の営業損失）となりました。

〔北米〕

売上高32億５千２百万円（前年同四半期比40.7％増）、営業損失４億５千万円（前年同四半期は３億５千２百万円

の営業損失）となりました。

〔中国〕

売上高46億３千８百万円（前年同四半期比2.7％増）、営業利益４億２千５百万円（同33.0％減）となりました。

〔アジア〕

売上高60億２千万円（前年同四半期比120.8％増）、営業損失４千９百万円（前年同四半期は４億５百万円の営業

損失）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は351億６百万円となり、前連結会計年度末に比べ32億６千９百万

円減少（8.5％減）いたしました。これは主に受取手形及び売掛金の減少（33億７千７百万円）、現金及び預金の減

少（24億８千２百万円）及び原材料及び貯蔵品の増加（12億１千８百万円）によるものであります。

固定資産は594億９千７百万円となり、前連結会計年度末に比べ38億２千７百万円増加（6.9％増）いたしました。

これは主に投資有価証券の増加（22億９千５百万円）によるものであります。

この結果、総資産は946億３百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億５千８百万円増加（0.6％増）いたしまし

た。
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（負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は152億３千９百万円となり、前連結会計年度末に比べ22億６千４

百万円減少（12.9％減）いたしました。これは主に支払手形及び買掛金の減少（９億７千７百万円）及び未払法人税

等の減少（３億７千８百万円）によるものであります。固定負債は132億３千５百万円となり、前連結会計年度末に

比べ12億９百万円増加（10.1％増）いたしました。これは主に繰延税金負債の増加（７億４千３百万円）によるもの

であります。

この結果、負債合計は、284億７千５百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億５千５百万円減少（3.6％減）い

たしました。

　 （純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は661億２千７百万円となり、前連結会計年度末に比べ16億１千

３百万円増加（2.5％増）いたしました。これは主にその他有価証券評価差額金の増加（15億８千７百万円）による

ものであります。

この結果、自己資本比率は65.7％（前連結会計年度末は64.4％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の連結業績予想につきましては、2021年４月27日に公表いたしました予想数値を修正しております。

詳細につきましては、本日公表の「2022年３月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,751,365 9,268,768

受取手形及び売掛金 13,076,233 9,699,216

電子記録債権 2,670,171 2,587,756

商品及び製品 2,899,243 3,579,703

仕掛品 1,158,666 1,601,500

原材料及び貯蔵品 5,572,010 6,790,938

未収入金 384,836 471,186

その他 885,202 1,128,562

貸倒引当金 △21,772 △21,298

流動資産合計 38,375,957 35,106,334

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 29,642,387 29,711,832

減価償却累計額 △23,599,028 △23,878,504

建物及び構築物（純額） 6,043,359 5,833,328

機械装置及び運搬具 62,590,928 62,837,930

減価償却累計額 △53,075,479 △53,045,972

機械装置及び運搬具（純額） 9,515,448 9,791,957

土地 9,351,869 9,354,189

建設仮勘定 2,689,013 2,910,289

その他 10,813,086 10,976,375

減価償却累計額 △9,824,765 △9,916,283

その他（純額） 988,321 1,060,092

有形固定資産合計 28,588,012 28,949,857

無形固定資産

ソフトウエア 203,677 183,916

その他 47,796 36,249

無形固定資産合計 251,473 220,165

投資その他の資産

投資有価証券 20,684,961 22,980,115

長期前払費用 417,907 556,529

繰延税金資産 276,248 326,408

退職給付に係る資産 5,247,178 6,243,622

その他 258,882 275,708

貸倒引当金 △55,258 △55,261

投資その他の資産合計 26,829,919 30,327,124

固定資産合計 55,669,405 59,497,148

資産合計 94,045,362 94,603,482
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,058,685 8,081,355

電子記録債務 1,433,562 1,439,970

短期借入金 1,152,195 1,398,640

1年内返済予定の長期借入金 381,303 121,301

リース債務 131,228 100,553

未払金 652,746 484,848

未払費用 1,728,607 1,469,005

未払法人税等 594,581 216,247

賞与引当金 1,553,727 1,559,604

役員賞与引当金 65,743 36,319

製品保証引当金 16,424 22,256

その他 735,839 309,833

流動負債合計 17,504,645 15,239,935

固定負債

長期借入金 4,622,242 4,688,271

リース債務 177,132 183,062

繰延税金負債 5,948,824 6,692,679

役員退職慰労引当金 171,420 166,667

退職給付に係る負債 890,241 1,284,291

資産除去債務 131,687 132,524

その他 84,708 88,408

固定負債合計 12,026,256 13,235,904

負債合計 29,530,901 28,475,839

純資産の部

株主資本

資本金 10,837,208 10,837,208

資本剰余金 11,056,764 11,056,764

利益剰余金 26,391,630 26,273,999

自己株式 △671,494 △672,049

株主資本合計 47,614,109 47,495,923

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 12,261,489 13,848,957

為替換算調整勘定 △442,668 △352,287

退職給付に係る調整累計額 1,115,462 1,151,862

その他の包括利益累計額合計 12,934,283 14,648,532

非支配株主持分 3,966,067 3,983,186

純資産合計 64,514,460 66,127,642

負債純資産合計 94,045,362 94,603,482
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 31,518,530 38,280,440

売上原価 28,490,706 33,810,308

売上総利益 3,027,824 4,470,132

販売費及び一般管理費 3,873,027 4,265,345

営業利益又は営業損失（△） △845,202 204,786

営業外収益

受取利息 4,777 9,891

受取配当金 326,948 338,989

為替差益 － 33,319

助成金収入 354,913 99,390

その他 25,955 21,737

営業外収益合計 712,595 503,328

営業外費用

支払利息 30,917 16,864

固定資産除売却損 41,691 36,719

為替差損 140,508 －

その他 116,981 33,110

営業外費用合計 330,098 86,694

経常利益又は経常損失（△） △462,705 621,421

特別損失

減損損失 59,880 －

特別損失合計 59,880 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△522,586 621,421

法人税等 △21,882 310,141

四半期純利益又は四半期純損失（△） △500,704 311,279

非支配株主に帰属する四半期純利益 73,287 117,410

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△573,991 193,868
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △500,704 311,279

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 892,397 1,588,551

為替換算調整勘定 195,242 138,445

退職給付に係る調整額 38,384 36,537

その他の包括利益合計 1,126,023 1,763,534

四半期包括利益 625,319 2,074,813

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 488,835 1,908,118

非支配株主に係る四半期包括利益 136,484 166,695

　



中央発條株式会社(5992)
2022年３月期 第２四半期決算短信

－8－

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　 （税金費用の計算）

　 当社及び一部の連結子会社における税金費用につきましては、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計

　年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当

　該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著し

　く合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

一部の国内連結子会社において、季節商品であるタイヤチェーンにおける返品権付きの販売につきまして、

従来は第３四半期連結累計期間の売上高に対して過去の返品実績率に基づく将来の返品見込額を返品調整引当

金として計上しておりました。収益認識会計基準を適用したことにより、返品されると見込まれる商品又は製

品につきましては、変動対価に関する定めに従って、販売時に収益を認識しない方法に変更しており、返品資

産を流動資産の「その他」及び返金負債を流動負債の「その他」に含めて表示しております。変動対価の見積

りにつきましては制約（当社の影響力の及ばない気候変動による返品リスク）が存在するため、従来どおり過

去の返品実績率を基に見積る方法を採用しております。

収益認識会計基準の適用につきましては、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従

っており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第

１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりますが、

当第２四半期連結累計期間の損益及び利益剰余金期首残高に与える影響はありません。

なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につきまして新たな表

示方法により組替を行っておりません。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与

える影響はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

日本 北米 中国 アジア 合計

売上高

外部顧客への売上高 23,405,505 2,243,719 3,836,004 2,033,300 31,518,530

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,232,577 68,196 680,441 694,065 2,675,281

計 24,638,082 2,311,916 4,516,446 2,727,366 34,193,812

セグメント利益又は損失(△) △21,849 △352,469 635,395 △405,007 △143,930

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

(単位：千円)

損失(△) 金額

報告セグメント計 △143,930

未実現利益の消去等 △2,650

全社費用(注) △698,621

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △845,202

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない本社部門に関わる費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

(単位：千円)

日本 北米 中国 アジア 合計

減損損失 29,048 30,832 － － 59,880
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

日本 北米 中国 アジア 合計

売上高

外部顧客への売上高 27,021,956 3,152,916 3,701,899 4,403,669 38,280,440

セグメント間の内部売上高
又は振替高

2,005,585 99,608 936,171 1,617,117 4,658,481

計 29,027,541 3,252,524 4,638,070 6,020,786 42,938,922

セグメント利益又は損失(△) 1,029,028 △450,953 425,628 △49,519 954,184

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 954,184

未実現利益の消去等 △20,509

全社費用(注) △728,887

四半期連結損益計算書の営業利益 204,786

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない本社部門に関わる費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

４．報告セグメントの変更等に関する情報

（収益認識等に関する会計基準等の適用）

　 「（会計方針の変更）（収益認識に関する会計基準等の適用）」に記載のとおり、第１四半期連結会計

　期間の期首より収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関する会計処理の方法を変更したため、事業セ

　グメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。なお、当第２四半期連結累計期間に係る

　各数値に与える影響はありません。

　



2022年３月期　第２四半期
決算発表（参考資料①）

（金額単位：億円、単位未満切捨て）
１．連結決算の状況

２．製品別売上高明細 ３．利益の増減要因（対前年同四半期比）

（単位：億円） （１）営業利益又は営業損失（△） （単位：億円）

（２）経常利益又は経常損失（△） （３）親会社株主に帰属する四半期純利益又は
         親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

（単位：億円） （単位：億円）

2021年10月28日

中 央 発 條 株 式 会 社
コード番号５９９２

東証・名証第１部
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〔売上高・営業利益〕換算為替レート

  　('21/4～'21/9)  110.10円／$

  　('20/4～'20/9)  106.32円／$

〔営業外損益〕債権債務期末評価為替レート（期末）

  　('21/3) 110.71 → ('21/9) 111.92円／$ 　 差 ＋1.21円（円安）

  　('20/3) 108.83 → ('20/9) 105.80円／$ 　 差 △3.03円（円高）
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（金額単位：億円、単位未満切捨て）
４．業績推移

（1）売上高 （単位：億円） （2）営業利益

（3）経常利益 （4）親会社株主に帰属する四半期純利益

（5）設備投資・減価償却費 （単位：百万円） （6）研究開発費

５．設備投資・減価償却費 （単位：億円） ６．研究開発費

７．四半期別業績比較

（１）四半期別売上高 （単位：億円） （２）四半期別営業利益又は営業損失（△）

2

33

22
26

12

17

4.0%

2.7%

3.2%

1.7%

2.1%

0

10

20

30

40

18/3 19/3 20/3 21/3 22/3

(予想)

（億円） （％）

382

836 830 833
746 805

0

200

400

600

800

1,000

18/3 19/3 20/3 21/3 22/3

(予想)

20
17

16

12 12

2.5%
2.2% 2.0% 1.7% 1.5%

0

10

20

30

40

18/3 19/3 20/3 21/3 22/3

(予想)

（億円） （％）

1

29

33

38

33

36

32 32 32

0

10

20

30

40

投

資

償

却

投

資

償

却

投

資

償

却

投

資

償

却

投

資

償

却

18/3 19/3 20/3 21/3 22/3

(予想)

34 34

11
13 13 12

6
1.4% 1.6% 1.6% 1.6%

1.6%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

0

10

20

30

40

18/3 19/3 20/3 21/3 22/3

(予想)

売上比

（億円） （％）

13

127

187

221
210203

179

0

100

200

300

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

20年度 21年度

6

33

27 29

22 20

4.0%
3.4% 3.6%

3.0%
2.5%

0

10

20

30

40

18/3 19/3 20/3 21/3 22/3

(予想)

（億円） （％）

△13

4 12 83 △1

△10.2%

2.1% 5.4% 3.8%
1.7%

△0.6%

△15

△10

△5

0

5

10

15

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

20年度 21年度

20年度 21年度

（億円） （％）

- 参考①-2 -



（金額単位：億円、単位未満切捨て）

８．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注） 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

９．貸借対照表 （単位：億円） １０．配当金・配当性向

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

当社は、2021年４月１日を効力発生日として普通株式

１株につき４株の割合で株式分割を行っております。

18/3期の期首に当該株式分割を実施したと仮定して、

１株当たり配当金を算定しております。

（注） 上記の業績及び期末配当予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成した
ものであり、実際の業績及び期末配当は様々な要因の変化により異なる可能性があります。

詳細につきましては、本日公表の「2022年３月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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2022 年３月期 第２四半期                   2021 年 10 月 28 日 

決算発表（参考資料②）                     中央発條株式会社 

コード番号 5992 

東証・名証第１部 

 

2022 年３月期第２四半期決算説明について 

 

2021 年４月 27日に公表いたしました 2022 年３月期の通期連結業績予想【前半計画（非公

表）：売上高 409 億円、営業利益 12 億円】に対し、当第２四半期連結累計期間の業績につき

ましては、売上高 382 億８千万円、営業利益２億４百万円と計画未達となりました。 

営業利益の減益につきましては、主要なお客様への売上高の減少が最大要因ですが、これ

に加え鋼材・物流費の高騰など計画外の原価上昇影響により、合理化改善は例年レベル以上

に進捗させましたが吸収しきれず、本日公表いたしました結果となりました。 

年度後半も主要なお客様への売上台数は当初計画には至らないとみており、通期連結売上

高は 805 億円（対当初計画で△38 億円）へと下方修正いたします。 

 

後半の連結営業利益は、売上高の減少による減益分につきましては合理化改善の加速によ

り吸収いたしますが、鋼材・物流費の高騰の影響は引き続き発生いたします。 

鋼材につきましては、当社の販売価格に反映できるようお客様と価格交渉中であり、また

物流費につきましては、荷姿効率の改善などを進め、その影響を最小限にとどめるべく努力

いたしますが、通期連結営業利益を 17 億円（対当初計画で△17 億円）へ下方修正いたしま

す。 

 

一方で、本年は更なる生産性向上による労務費・稼働費の改善、固定費の変動費化及び原

材料の改善による総費用改善活動を全社一丸で実施する計画であり、鋼材・物流費の高騰の

両特殊要因を除く損益分岐構造は維持されております。従いまして、主要なお客様への生産

台数が回復し、鋼材、物流費の高騰の影響が上記施策により解消されれば通常レベルの収益

を確保できる予定です。 

 

なお、来年度以降の中長期経営計画につきましては「中発グループ Global Vision2025」

でご説明させて頂きましたとおりの売上計画に変更はございません。23年度までの新規受注

は確定しておりますので、今後、残りの計画の具現化を行い、25年度計画を目指します。 

 

中央発條株式会社は「もっと、もっとワクワクしたい。明日の笑顔ために」100年企業と

して信頼され続ける企業を目指し、更なる成長を遂げるべく引き続き努力してまいります。 
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2022 年 3 ⽉期通期連結売上⾼、営業利益増減要因について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 [ご参考] 2022 年 3 ⽉期 通期連結売上⾼、営業利益 
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12

▽過去 5 年間の合理化改善推移（単位：億円） 

※20 年度・・・ 

お客様からの売価変動要請が少なかった特別な年度。

通常レベル換算では改善額は 12 億円 
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